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１ 研究の背景と目的 
郊外型大型商業地と比較した際の中心市街地の問題点

の１つに、店舗間の移動しにくさや店舗間をつなぐ空間

の魅力不足があげられる。 

そこで本研究では、商業地としての中核をなす商店街

の街路を研究対象とする。その中で、商店街街路を訪れ

る人々の行動を直接もしくは間接的に支え、影響をあた

える物的な装置として、建築物を除く空間構成要素に着

目する。 

空間構成要素の分布状況と質の構成を分析することで、

商店街街路の空間的特徴を明らかにする。一方、空間構

成要素には移動可能な要素が多く、一時的な調査による

分析では、空間的特徴の多くを明らかにしたとは言い難

い。そこで、2002 年度と 2006 年度を比較する事で、商店
街街路の特徴を把握することを目的とする。 
２ 研究の対象敷地と方法 
研究対象とした商店街は、大分県大分市の「F 商店街」
と「T 商店街」、別府市の「G 商店街」と「Y 商店街」の
４商店街である。 
まず、街路上に存在する空間構成要素の 2002 年度と

2006 年度の単純集計から商店街街路の変化を把握する。
次に、空間構成要素の分布状況を把握するための手法と

して「テリトリー」（第３章）を定義する。テリトリーを

その形状、配置の特徴から類型化し商店街の特徴を把握

する。最後に、商店街街路を平均店舗間口長さで分節し、

各区間の空間的特徴を、分布するテリトリーの「空隙率」

「いびつ度」「物的空間構成要素」の３つの指標から明ら

かにする。以上の方法で 2002 年度と 2006 年度と比較し、
経年変化を把握し、商店街街路の空間的特徴を明らかに

する。 
３ テリトリーについて 
本研究における「テリトリー」は以下の通り定義する。

人間個体の周りには、目には見えないが、ある大きさを

もった領域が存在している。一般にこれはパーソナルス

ペース参１と呼ばれている。本研究で定義する「テリトリ

ー」とは、人とモノとの間に存在する領域とする。「テリ

トリー」抽出のための指標を導出するため、歩行実験

（図１）を行った（被験者は成人男女 51 人）。そこで実
験により、表１の結果が得られた。そこで本研究では、

空間構成要素の高さによって、それぞれ「進行方向縦の

距離」「進行方向横の距離」を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 空間構成要素の経年変化  
商店街に存在する空間構成要素を「休憩」「植栽」

「装・飾」「看板」「商品」「設備」「情報」の７項目に分

類する。表２に示す全商店街の各要素数割合をみると、

「商品」「植栽」「看板」「休憩」「装飾」「情報」の順で各

要素は商店街に存在している。各要素は、多少の上下動

こそあるものの一定の割合で時間の推移とは関係なく商

店街に存在していることが明らかになった。 
５ 形態指標によるテリトリーの類型化 
テリトリーの特性を把握するために、表３に示す５つ

の変数（「位置」「規模」「拡がり」「細長比」「高さ密

度」）を用いて、テリトリーの類型化を行う 
 商店街の街路に存在する多くのテリトリーは「小規

障害物 目標物 出発点 

図１ 歩行実験概要図 

表２ 分類別空間構成要素の割合の経年変化 

進行方向 縦の距離 

進行方向 横の距離 

(cm)

 
縦 横 縦 横 縦 横 縦 横

中央値 155 45 129 44 100 39 71 30

平均値 158.9 48.3 136.4 45.5 109.5 40.0 78.1 31.5

標準偏差 41.0 10.8 35.0 9.8 33.0 8.7 26.9 7.3

38

頭 胸 腰 膝

162 124 76

表１ 歩行実験の結果
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変数 形態指標
位置  「壁面接触」「図面一部接触」「壁面近接」「街路中央」
規模 「小規模」「中規模」「大規模」

細長比 「縦長」「横長」

拡がり  「狭い」「広い」
高さ密度  「疎」「密」

02～03
空隙大
空隙中
空隙小
いびつ大
いびつ中
いびつ小
休憩
植栽
装飾
看板
商品
設備
情報

分節街路ID 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

06～07
空隙大
空隙中
空隙小
いびつ大
いびつ中
いびつ小
休憩
植栽
装飾
看板
商品
設備
情報

分節街路ID 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

※テリトリースペース内の１空間構成要素の割合が 50％より高い数値である場合、その単位空間の特徴をそれに該当する空間構成要素として、１度数カウントする。テリトリー内の１物的空間構成要素の割合が 50％以下のと
き、テリトリーの特徴を一番高い割合の空間構成要素と二番目に高い割合の空間構成要素として、そのテリトリースペースのそれに該当する空間構成要素に１度数ずつカウントする。 

 

表４ 分節街路のダイアグラムの例 （02 年度 F 商店街） 

表３ 変数別形態指標 

表５ 分節街路のダイアグラムの例 （06 年度 F 商店街） 

模・狭い・縦長・疎」のパターンに属している。また、

時間の推移によりパターンの総数は変化してはいるが、

街路に多く存在するテリトリーのパターン（総数 10 以
上）は時間の推移と関係なく一定に存在している。 
６ 商店街街路の連続変化からみた経年変化 
商店街を店舗の平均間口長さ（１０m）により分節化す

る。次に、それぞれの分析化した街路ごとに再度「空間

構成要素」の用途を７分類し、「空隙率注１」と「いびつ度
注２」を算出する。この３指標を用いて、それがどのよう

な街路のリズムを形成しているかを考察する。 
ここでは、紙面の都合上、F 商店街の一部を考察する。F
商店街（表４、表５）では、06 年度では 02 年度に比べ
「いびつ度」が小さくなっていることがわかる。また、

「空間構成要素」に着目すると、「植栽」が街路全体に一

様に分布している。この特徴は、02 年度でより強く、06
年度では「設備」も街路全体にほとんど示ようになった。 

７ まとめ 
本研究では、街路に存在するテリトリーは、全体的な

傾向として、各街路全体を構成する「規模」の構成自体

には大きな変化がみられない。また、分節化した商店街

街路の連続変化は各商店街を特徴付けていることが分か

る。今後は、人の行動とテリトリーの関係性に触れてい

るが、この関係性についてさらなる調査を行い、人の行

動とテリトリーパターンの関係性を明らかにする必要が

ある。 
 

補注） 
注１） 空隙率  商店街においてテリトリー以外の部分－空隙

がどれだけ存在するかを示す指標 
注２） いびつ度 商店街の街路が、テリトリーの形状により、

どれだけ変形しているかを示す指標。 
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